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昨
年
九
月
か
ら
の

継
続
協
議
と
な
っ
て
い

た
議
会
の
議
員
の
定
数

及
び
任
期
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
委
員
か
ら

「
二
号
、
三
号
委
員
に

分
か
れ
て
再
度
話
し
合

い
を
」
と
し
た
意
見
が

出
さ
れ
、
議
会
代
表
委

員
十
六
人
と
住
民
代
表

委
員
十
六
人
が
別
々
に

小
委
員
会
を
開
き
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
両
委

員
会
と
も
「
投
票
に
よ

る
決
定
」と
結
論
づ
け
、

原
案
に
つ
い
て
無
記
名

投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。出

席
者
四
十
人
に
よ
る
投
票
の

結
果
、
有
効
投
票
が
三
十
九
票
、
う

ち
、
原
案
に
賛
成
す
る
票
が
二
十
一

票
と
過
半
数
を
上
回
っ
た
た
め
、
議

会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り
「
平

成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
引
き

続
き
新
市
の
議
会
議
員
と
し
て
在
任

す
る
こ
と
」
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

字
の
区
域
及
び
名
称
の
取
り
扱

い
（
そ
の
二
）
で
は
、「
由
利
本
荘

市
」
の
次
に
現
在
の
市
町
の
名
称
等

を
付
け
る
か
ど
う
か
が
協
議
さ
れ
、

本
町
と
岩
城
町
が
そ
れ
ぞ
れ
「
東
由

利
」、「
岩
城
」
と
付
け
る
、
矢
島
町
、

西
目
町
、
鳥
海
町
が
そ
れ
ぞ
れ
「
矢

島
町
」、「
西
目
町
」、「
鳥
海
町
」
と

付
け
る
、
本
荘
市
、
由
利
町
、
大
内

町
は
現
市
町
名
を
付
け
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
の
場
合
、

役
場
の
所
在
地
を
具
体
的
に
表
示
す

る
と
「
由
利
本
荘
市
東
由
利
老
方
字

橋
脇
百
十
二
番
地
」
と
な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
読
み
方
が
類
似
し

て
い
る
大
字
名
に
つ
い
て
は
、
当
該

地
域
の
民
意
を
尊
重
し
、
関
係
市
町

で
調
整
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及

び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
▼

新
市
に
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
く

▼
選
挙
で
選
任
さ
れ
た
委
員
の
う
ち

八
十
人
は
、
平
成
十
七
年
七
月
三
十

一
日
ま
で
、
引
き
続
き
新
市
の
選
挙

に
よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
▼
新

市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
つ
い
て

は
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
を
三

十
人
と
し
、
現
在
の
各
市
町
に
選
挙

区
を
設
け
る
ー
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
基
礎

と
な
る
財
政
計
画
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。計

画
で
は
、
合
併
初
年
度
と
な

る
十
七
年
度
の
予
算
規
模
は
、
約
五

百
五
十
三
億
三
千
万
円
で
、
合
併
特

例
債
な
ど
の
活
用
で
八
市
町
十
五
年

度
歳
入
合
計
見
込
み
額
五
百
三
十
三

億
二
千
万
円
を
二
十
億
円
程
度
上
回

っ
て
い
ま
す
。

十
年
後
の
二
十
六
年
度
予
算
規

模
は
、
人
口
減
に
伴
う
地
方
税
収
の

減
少
や
地
方
交
付
税
、
地
方
債
の
削

減
な
ど
に
よ
り
、
十
七
年
度
比
二

七
・
二
�
減
の
四
百
二
億
四
千
万

円
。歳

入
減
に
対
応
し
、
人
件
費
や

物
件
費
の
削
減
を
進
め
る
一
方
、
積

極
的
な
普
通
建
設
事
業
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
協
議
で
は
、
県
と
の

調
整
が
残
っ
て
い
る
た
め
継
続
協
議

と
な
り
ま
し
た
。
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第
17
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会�

第
十
七
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
が
五
月
二
十
一
日
、

本
荘
市
の
「
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
、
議
会

の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り

「
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
引
き
続
き
新
市
の
議
会
議
員
と

し
て
在
任
す
る
こ
と
」
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
字
の
区
域
及
び
名
称
、

農
業
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

無
記
名
投
票
で
決
着

字
の
名
称

「
東
由
利
」＋
大
字
に

農
委
の
任
期

選
挙
委
員
は
７
月
ま
で
在
任

財
政
計
画

新
予
算
553
億
円

と
　
き
　
６
月
16
日
（
水
）

13
時
30
分

と
こ
ろ
　
本
荘
市

「
本
荘
由
利
広
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」

み
な
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

第
18
回
合
併
協
議
会
は

６
月
16
日

▲投票を行う阿部幸悦町長



改
選
後
初
の
農
業
委
員
会
が
五

月
七
日
、
役
場
会
議
場
で
行
わ
れ
、

会
長
に
高
橋
慶
助
氏
（
舘
合
新
田
・

六
四
歳
）、
同
職
務
代
理
者
に
鈴
木

博
氏
（
大
琴
・
六
三
歳
）
を
選
任
し

ま
し
た
。

会
議
に
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
た

十
人
、
議
会
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
、

由
利
農
業
共
済
組
合
か
ら
の
推
薦
委

員
四
人
の
新
委
員
が
出
席
。
会
長
、

同
職
務
代
理
者
を
選
任
し
た
後
、
議

席
を
抽
選
で
決
定
し
、
新
体
制
を
整

え
ま
し
た
。

会
長
に
選
任
さ
れ
た
高
橋
氏
は

現
在
五
期
目
。
平
成
十
年
五
月
か
ら

会
長
職
務
代
理
者
に
就
任
し
、
平
成

十
二
年
十
月
か
ら
会
長
を
務
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

同
職
務
代
理
者
に
選
任
さ
れ
た

鈴
木
氏
も
現
在
五
期
目
で
、
平
成
十

二
年
十
月
か
ら
職
務
代
理
者
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

第
三
回
議

会
臨
時
会
が

四
月
二
十
八

日
に
招
集
さ

れ
、
農
業
委

員
会
委
員
の

推
薦
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
の

取
得
な
ど
六

議
案
を
原
案

ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

主
な
議
案
は

次
の
と
お
り

で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
予
算
に
、
五
百
三
十
四
万
二

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
三
十

八
億
九
千
八
百
三
十
四
万
二
千
円
と

し
た
。
主
な
内
容
は
、
老
人
福
祉
施

設
設
計
監
理
委
託
料
。

■
町
税
条
例
を
一
部
改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
町
税

条
例
を
一
部
改
正
。
改
正
さ
れ
た
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
▽
個
人
町

民
税
均
等
割
を
二
千
円
か
ら
三
千
円

に
引
き
上
げ（
十
六
年
度
か
ら
適
用
）

▽
均
等
割
非
課
税
の
加
算
額
を
十
九

万
二
千
円
か
ら
十
七
万
六
千
円
に
、

所
得
割
非
課
税
の
加
算
額
を
三
十
六

万
円
か
ら
三
十
五
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ

引
き
下
げ
（
前
同
）
▽
老
年
者
控
除

の
廃
止
（
十
八
年
度
か
ら
適
用
）

■
け
ん
こ
う
号
に
替
わ
る
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
購
入
契
約

▽
契
約
金
額
・
九
百
四
十
九
万
二
千

円
／
西
東
北
日
野
自
動
車
株
式
会
社

秋
田
支
店
（
秋
田
市
）

■
農
業
委
員
二
氏
を
推
薦

▽
小
野
明
子
氏（
蔵
新
田
・
五
一
歳
）

▽
梅
津
眞
子
氏（
大
琴
・
四
五
歳
）
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▲改選後初の農業委員会

◆
秋
田
し
ん
せ
い
農
協

東
由
利
地
区
推
薦

畠山　与一氏
（地下ノ沢・56歳・2期目）

◆
由
利
農
業

共
済
組
合
推
薦小松　勝男氏

（畑村・58歳・3期目）

◆
議
会
推
薦

小野　明子氏
（蔵新田・51歳・2期目）

梅津　眞子氏
（大琴・45歳・2期目）

農
業
委
員
会

会
長
に
高
橋
慶
助
氏
を
再
選

職
務
代
理
者
に
鈴
木
博
氏
を
再
選

臨時議会

農業委員2氏を推薦

問い合わせ 役場企画課 �69－2113

一定面積以上の土地取引には、
国土利用計画法に基づく届出が必
要です。

届出者は土地の取得者（買主、
購入者）です。契約をした日から
２週間以内に土地の所在する市役
所、町村役場へ届出てください。
届出をしないと、６カ月以下の懲
役、または、100万円以下の罰金
に処せられることがありますので
ご注意ください。
ただし、相続・贈与で取得した

場合は、届出が不要です。

10,000m3以上の
土地取引には届出が必要です



県
内
最
後
の
観
桜
会
と
し
て
町

内
外
に
知
ら
れ
る
「
黄
桜
ま
つ
り
」

が
、
四
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
九
日

ま
で
の
十
三
日
間
、
八
塩
い
こ
い
の

森
で
行
わ
れ
、
約
四
万
三
千
人
の
行

楽
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
は
四
月
中
旬
に
好
天
が
続

い
た
た
め
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花

が
平
年
よ
り
も
早
ま
り
、
見
ご
ろ
は

四
月
下
旬
に
。
黄
桜
と
八
重
桜
は
、

四
月
二
十
五
日
の
降
雪
以
降
の
低
温

に
よ
り
平
年
並
み
の
開
花
。
見
ご
ろ

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
と

な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
五
月
八

日
、
九
日
は
二
日
間
で
約
三
万
人
が

来
場
。
初
日
の
八
日
は
、
カ
ラ
オ
ケ

交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、
出
場
者
が

自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。
夜

は
名
物
の
湖
上
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
水
中
花
火
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な

ど
約
八
百
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り

ま
し
た
。

二
日
目
の
九
日
は
、
健
康
ウ
ォ

ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
、
約
四
百

人
の
参
加
者
が
ダ
ム
湖
周
回
道
を
快

走
（
各
種
目
別
結
果
は
十
四
ペ
ー
ジ

の
「
生
涯
学
習
だ
よ
り
」
に
掲
載
）。

ま
た
、
野
外
広
場

で
は
凧
揚
げ
が
行

わ
れ
、
青
空
に
色

鮮
や
か
な
凧
が
泳

ぎ
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
ゲ

ス
ト
に
本
町
出
身

の
民
謡
歌
手
、
柿

崎
竹
美
さ
ん
を
迎

え
、「
黄
桜
歌
謡

シ
ョ
ー
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
柿
崎

さ
ん
は「
鳥
海
山
」

「
秋
田
長
持
歌
」

「
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ

―
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
な
ど

の
ヒ
ッ
ト
曲
を
披

露
し
、
会
場
に
詰

め
か
け
た
観
客
を

沸
か
せ
ま
し
た
。
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▲「うわー、きれい！」

▲仲間たちと桜の下で記念撮影 ▲のんびり花見を楽しむ行楽客



5 広報ひがしゆり　16.6.1

▲賑わいをみせた出店

▼野外ステージに詰めかけた観客

▼�久し振りに地元のステージに立つ柿崎竹美さん

▼カラオケ交流大会では出
場者が自慢の歌声を披露

▲夜空を彩る湖上花火
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町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
事
情
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
毎
年
二
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
16
年
３
月
31
日
現
在
の
執
行
状
況
で
す
。

町税�
275,167（6.9％）�地方譲与税�

73,508（1.8％）

地方交付税�

1,943,058�
（48.3％）�

分担金及び負担金�
35,802（0.9％）�

国庫支出金�
230,782（5.7％）�

県支出金�
438,838�
（10.9％）�

その他�
1,022,664
（25.5％）� 歳　入�

4,019,819

（単位：千円）�

歳　出�
3,979,819

議会費�
73,886（1.9％）�

総務費�
593,444（14.9％）�

民生費�
451,241（11.3％）�

衛生費�
258,772�
（6.5％）�

農林水産業費�
947,114（23.8％）�

土木費�
270,150（6.8％）�

消防費�
154,471（3.9％）�

教育費�
328,680�
（8.3％）�

公債費�
753,390（18.9％）�

その他�
148,671�
（3.7％）�

（単位：千円）�

一般会計の収支状況

〈歳入〉
予算現額　40億1,981万円
収入済額　32億5,149万円
収 入 率　80.9％

〈歳出〉
予算現額　39億7,981万円
支出済額　34億9,695万円
執 行 率　87.9％

区　　　分� 予算現計�
歳　　　　　入� 歳　　　　　出�

収入済額� 収 入 率 � 支出済額� 執 行 率 �

国民健康保険事業�
勘 定 特 別 会 計 �

老人保健医療事業�
特 別 会 計 �

簡 易 水 道 事 業 �
特 別 会 計 �

農業集落排水事業�
特 別 会 計 �

特別養護老人ホーム
東 光 苑 特 別 会 計 �

合　　　　計�

489,926�

701,383�

400,254�

946,044�

339,962�

2,877,569

511,073�

625,129�

107,517�

290,678�

285,746�

1,820,143

104.3�

89.1�

26.9�

30.7�

84.1�

63.3

433,007�

629,190�

282,360�

903,710�

292,078�

2,540,345

88.4�

89.7�

70.5�

95.5�

85.9�

88.3

特別会計の収支状況� （単位：千円，％）

町民負担の状況� （単位：円，％）

Ｈ15（16年3月末現在）　4,789人　（参考）1人当り負担額�
税　目� 区　　分�

町　民　税�
�
�

固定資産税�
�
�

軽自動車税�
町たばこ税�
入　湯　税�
計�

�
個人分�
法人分�
�
固定資産税�
固有資産等交付金�

調定額（千円）�一人当り負担額�構成比� 11 12 13 14

78,672�

66,713�

11,959�

166,275�

165,401�

874�

11,072�

23,550�

13,314�

292,883

16,428�

13,930�

2,497�

34,720�

34,538�

183�

2,312�

4,918�

2,780�

61,157

19,110�

15,087�

4,023�

32,444�

32,272�

172�

1,903�

4,776�

452�

58,685

17,759�

15,460�

2,299�

31,548�

31,373�

175�

2,006�

4,637�

2,677�

58,627

17,759�

15,460�

2,299�

31,548�

31,373�

175�

2,006�

4,637�

2,677�

58,627

17,192�

14,734�

2,458�

35,595�

34,414�

181�

2,193�

4,811�

2,923�

62,714

26.86�

22.78�

4.08�

56.77�

56.47�

0.30�

3.78�

8.04�

4.55�

100.00
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東
由
利
町
の
五
月
は
「
八
塩
い
こ
い

の
森
の
黄
桜
」
に
始
ま
り
ま
す
。
四
月

二
十
五
日
朝
、
十
�
も
の
積
雪
で
開
花

予
想
が
難
し
く
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
日
の

黄
桜
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
ピ
ッ
タ
リ

の
開
花
状
況
。
今
年
も
い
い
黄
桜
ま
つ

り
が
開
催
で
き
ま
し
た
。

八
日
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た

「
第
一
回
黄
桜
ま
つ
り
カ
ラ
オ
ケ
交
流

大
会
」
に
は
、
の
ど
自
慢
の
人
た
ち
が

近
隣
市
町
村
か
ら
も
参
加
し
、
す
ば
ら

し
い
歌
声
に
審
査
員
を
悩
ま
せ
た
こ
と

で
す
。
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
尾
崎
豊

の
「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ユ
ー
」
を
歌
っ
た

七
十
一
歳
の
雄
物
川
町
の
方
で
し
た
。

ま
た
、
夜
は
恒
例
と
な
っ
た
湖
上
花

火
が
久
し
ぶ
り
の
好
条
件
の
も
と
に
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
内
町
の
佐
々

木
町
長
さ
ん
も
ご
夫
婦
で
見
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
肝
心
の
水
中
花

火
の
際
に
は
、
お
孫
さ
ん
が
寒
が
る
か

ら
と
言
っ
て
帰
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

九
日
の
ウ
ォ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、

例
年
の
倍
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。
担
当
者
に
も
そ
の
理
由
は
分
か
ら

な
い
よ
う
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
い
い
汗

を
か
い
て
い
ま
し
た
。

歌
謡
シ
ョ
ー
は
、
ゲ
ス
ト
に
柿
崎
竹

美
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
昨
年
暮

れ
に
は
紅
白
歌
合
戦
に
師
匠
タ
キ
オ
さ

ん
の
バ
ッ
ク
で
出
場
し
、
そ
の
成
長
ぶ

り
を
町
の
み
ん
な
で
確
か
め
よ
う
と
し

た
こ
と
で
す
が
、
期
待
ど
お
り
の
成
長

ぶ
り
で
し
た
。
ま
た
、
両
日
と
も
交
通

指
導
隊
の
皆
さ
ん
や
若
手
の
職
員
が
車

の
整
理
に
大
奮
闘
し
ま
し
た
。
関
係
者

の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

十
六
日
は
東
京
東
由
利
会
が
北
区
赤

羽
会
館
で
開
催
さ
れ
、
遠
藤
忠
平
議
長

や
畠
山
与
一
Ｊ
Ａ
し
ん
せ
い
地
区
担
当

理
事
、
小
松
慶
悦
企
画
課
長
と
出
席
し

ま
し
た
。
総
会
の
席
上
、「
合
併
す
れ

ば
、
こ
の
会
も
解
散
か
」
と
い
う
質
問

が
あ
り
ま
し
た
が
、
佐
藤
幸
生
会
長
を

差
し
置
い
て
「
是
非
こ
の
会
は
存
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
私
は
と
も
か
く
、

来
年
も
必
ず
代
表
が
出
席
し
ま
す
」
と

答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

二
十
一
日
に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た

「
東
由
利
を
語
る
会
」
で
も
同
じ
ご
心

配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
す
ま
す
発
展

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
ま

し
た
。

現
在
ど
こ
に
住
ん
で
お
ら
れ
よ
う
と

も
、
故
郷
を
同
じ
く
す
る
人
は
み
ん
な

東
由
利
の
人
だ
と
思
っ
て
き
ま
し
た

が
、
改
め
て
こ
う
や
っ
て
心
配
を
し
て

く
れ
る
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
合
併
論
議
も
し
っ
か
り
し
て

い
こ
う
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

二
十
一
日
は
、
十
二
時
三
十
分
か
ら

第
十
七
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
協
議
は
全
会
一
致
が
原
則
で
す

が
、
有
鄰
館
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
時

に
提
案
さ
れ
た
「
議
員
の
定
数
・
任

期
」
に
関
す
る
案
件
が
延
々
と
議
論
さ

れ
、
確
認
さ
れ
ず
に
き
た
こ
と
で
す
。

こ
の
日
は
採
決
し
て
で
も
決
め
よ
う

と
、
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

七
カ
月
の
在
任
特
例
の
原
案
が
確
認
さ

れ
、
協
議
も
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
で

す
。二

十
三
日
は
「
新
緑
の
八
塩
登
山
」

で
し
た
。
登
山
者
は
町
外
か
ら
の
参
加

も
含
め
約
八
十
人
。
私
は
今
年
に
入
っ

て
四
回
目
の
八
塩
登
山
で
し
た
が
、
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
ブ
ナ
の
若
葉
が
一
段

と
さ
わ
や
か
で
し
た
。
農
繁
期
の
忙
し

い
な
か
主
催
し
て
く
れ
た
横
山
玉
一
住

吉
分
館
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ

ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

田
植
え
も
終
わ
り
ほ
っ
と
一
息
で
す

が
、
次
の
仕
事
が
待
っ
て
い
ま
す
。
梅

雨
の
季
節
に
入
り
ま
す
。
い
い
六
月
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

小中学校運動会�

�
最
後
ま
で
全
力
で
！�

▲引っぱれ～�

▲騎馬戦、やっぱり３年生は強い�



本
町
は
明
治
初
期
か
ら
優
良
な

馬
産
地
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
東
由
利
村
が
誕

生
し
た
昭
和
三
十
年
と
い
え
ば
、
馬

の
飼
育
が
次
第
に
減
少
し
始
め
た
こ

ろ
。
戦
争
が
終
わ
り
、
軍
馬
と
し
て

の
需
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
二
十
五
年
に
は
玉
米
村
と
下
郷

村
の
両
村
で
七
百
五
十
八
頭
だ
っ
た

馬
の
飼
育
頭
数
は
、
昭
和
三
十
五
年

に
は
三
百
五
十
八
頭
に
、
昭
和
四
十

年
に
は
八
十
六
頭
に
ま
で
減
少
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
反
比
例
す
る
よ
う
に
増

え
て
い
っ
た
の
が
黒
毛
和
牛
で
す
。

農
作
業
に
使
う
役
牛
と
し
て
飼
育
が

盛
ん
に
な
り
、
ま
た
、
戦
後
の
食
料

事
情
と
の
関
連
で
食
肉
用
と
し
て
牛

が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

昭
和
二
十
五
年
の
玉
米
村
と
下

郷
村
の
黒
毛
和
牛
の
飼
育
頭
数
は
三

百
四
十
八
頭
、
昭
和
三
十
年
に
は
七

百
六
十
四
頭
に
ま
で
増
加
し
、
飼
育

頭
数
が
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
昭
和

五
十
八
年
の
千
三
百
三
十
八
頭
。
そ

の
後
減
少
し
た
と
は
い
え
、
平
成
十

六
年
二
月
の
飼
育
頭
数
は
六
百
七

頭
、
平
成
十
五
年
の
総
販
売
額
は
二

億
四
千
九
百
三
十
五
万
円
で
あ
り
、

本
町
で
は
米
に
次
ぐ
大
き
な
収
入
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

黒
毛
和
牛
の
飼
育
頭
数
は
、
昭

和
五
十
年
代
か
ら
順
調
に
伸
び
、
良

質
の
黒
毛
和
牛
の
生
産
地
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
五
十
八
年
に
「
由
利
牛
」
と
し

て
銘
柄
牛
の
認
定
を
受
け
、
本
町
は

第
一
の
素
牛
生
産
地
と
な
り
ま
し

た
。昭

和
六
十
一
年
に
は
飼
育
頭
数
、

子
牛
市
場
の
上
場
頭
数
、
一
頭
の
平

均
価
格
で
県
内
ト
ッ
プ
に
。
平
成
四

年
、
六
年
に
は
子
牛
市
場
上
場
が
一

千
頭
を
越
え
た
こ
と
を
記
念
し
て

「
千
頭
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
、

粗
飼
料
基
盤
の
確
率
を
目
指
し
て
着

工
し
た
「
出
羽
丘
陵
開
発
事
業
」
が

完
成
し
、
銘
柄
牛
「
由
利
牛
」
の
素

牛
生
産
地
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
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②
由
利
牛
の
里

支
え
て
い
る
の
は

誇
り
と
愛
情
と
努
力

▲昭和58年の町畜産共進会

戦
後
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ら
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へ
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黒
毛
和
牛
の
飼
養
戸
数
、
飼
育

頭
数
は
、
後
継
者
不
足
や
就
業
者
の

高
齢
化
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
近
年

は
右
肩
下
が
り
で
減
少
が
続
き
、
今

後
も
大
幅
な
戸
数
、
頭
数
の
増
加
は

見
込
ま
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
頭
の
平
均
価
格
は

高
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
良
質
牛

の
繁
殖
技
術
は
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

を
維
持
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
稲
作

に
次
ぐ
町
の
基
幹
産
業
と
し
て
畜
産

を
支
え
て
い
る
の
は
、
良
質
な
牛
を

育
て
る
た
め
に
続
け
ら
れ
て
き
た
飼

育
農
家
や
関
係
者
の
努
力
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
の
牛
の
世
話
は
も
ち
ろ
ん

大
変
な
仕
事
で
す
が
、
一
番
重
要
な

の
は
肉
質
の
改
良
。
種
付
け
か
ら
そ

の
成
果
が
出
る
ま
で
に
二
年
は
掛
か

り
ま
す
。
気
の
長
い
話
だ
し
、
遺
伝

だ
け
で
な
く
環
境
の
影
響
を
受
け
る

生
き
も
の
が
相
手
な
だ
け
に
、
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
の
が
現
実
で
す
。

そ
れ
で
も
こ
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
る

の
は
、
と
に
か
く
牛
が
好
き
だ
か
ら
。

人
の
口
に
入
る
も
の
を
作
っ
て
い
る

と
い
う
誇
り
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
仕
事
の
魅
力
は
自
分
の
努
力
が

直
接
結
果
に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
。
畜

産
を
よ
く
知
ら
な
い
若
い
人
た
ち
に

も
そ
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
私
た
ち
の
取
り
組

み
や
視
点
も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
動
け
る
お
年
寄
り
に
牛

の
世
話
を
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
取

り
組
み
も
面
白
い
。
お
金
と
生
き
甲

斐
を
生
み
出
し
ま
す
。
ま
た
、
生
産

過
剰
な
ど
と
言
わ
ず
、
中
国
な
ど
の

諸
外
国
に
お
い
し
い
牛
肉
を
ど
ん
ど

ん
売
る
べ
き
で
す
。

若
い
人
が
つ
い
て
く
る
よ
う
な

「
勝
て
る
畜
産
」
に
し
て
い
け
た
ら

い
い
で
す
ね
。

私
が
東
由
利
町
に
嫁
い
で
き
た

の
は
昭
和
三
十
二
年
の
こ
と
で
す
。

当
時
は
ま
だ
馬
を
飼
っ

て
い
ま
し
た
。

牛
を
飼
い
始
め
た
の

は
、
昭
和
四
十
年
の
頃

で
す
。
馬
の
世
話
も
牛

の
世
話
も
ま
っ
た
く
要

領
が
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

や
っ
ぱ
り
最
初
は
牛
が
怖
か
っ
た
し

苦
労
も
し
ま
し
た
が
、
体
が
自
然
に

仕
事
を
覚
え
ま
し
た
。

畜
産
も
田
ん
ぼ
の
仕
事
も
重
労

働
。
牛
は
生
き
も
の
な
の
で
、
疲
れ

た
か
ら
と
い
っ
て
手
を
抜
く
わ
け
に

も
い
き
ま
せ
ん
。
人
も
牛
も
同
じ
で

す
。
一
頭
一
頭
の
食
欲
や
体
調
の
変

化
に
気
を
配
り
、
子
牛
が
生
ま
れ
れ

ば
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
か
わ

い
が
り
ま
す
。
だ
か
ら
牛
を
セ
リ
に

出
す
日
は
寂
し
い
。
で
も
心
を
込
め

て
育
て
た
牛
に
高
い
値
が
つ
く
の
は

本
当
に
嬉
し
い
瞬
間
で
す
。

今
で
は
本
当
に
牛
が
好
き
。
牛

に
は
お
金
だ
け
じ
ゃ
な
い
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
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良
質
な
牛
を
育
て
る

飼
育
農
家
の
努
力

東
由
利
町
の
畜
産
農
家
が
抱
え
て

い
る
一
番
深
刻
な
問
題
は
、
後
継
者

不
足
、
就
労
者
の
高
齢
化
で
す
。
農

業
全
般
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
若
い
人
が
い
ま
せ
ん
。

若
い
人
材
を
引
き
つ
け
る
に
は
、

や
は
り
牛
を
育
て
る
こ
と
の
楽
し

さ
、
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

一
番
良
い
方
法
。
ま
た
、
牛
飼
い
を

始
め
た
い
と
い
う
若
者
を
し
っ
か
り

と
し
た
土
台
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
や

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
先

行
投
資
が
避
け
ら
れ
な
い
畜
産
は
当

然
リ
ス
ク
も
高
い
。
借
金
を
背
負
い

な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
追
い
つ
い

て
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。国
に
も
県
、

町
に
も
お
金
が
な
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
す
が
、
人
間
が
食
べ
る
も
の

を
作
れ
る
の
は
農
業
だ
け
。
そ
の
農

業
を
牽
引
し
て
い
く
若
い
人
に
対
し

て
、
資
金
援
助
や
施
設
整
備
な
ど
の

行
政
支
援
は
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
町
の
畜
産
そ
の
も
の
も
変

わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ヘ
ル

パ
ー
制
度
を
よ
り
広
く
活
用
す
る
こ

と
で
、農
家
の
休
日
を
つ
く
っ
た
り
、

畜
舎
の
機
械
化
な
ど
を
進
め
た
り
す

る
こ
と
も
そ
の
一
つ
。
そ
れ
ら
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
県
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。も

ち
ろ
ん
、
私
た
ち
農
家
自
身
に

と
っ
て
も
今
ま
で
以
上
の
努
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
行

政
の
支
援
と
農
家
の
努
力
が
な
い
と

成
り
立
た
な
い
の
が
畜
産
で
す
。
特

に
東
由
利
町
は
畜
産
の
町
、
牛
飼
い

が
引
っ
張
っ
て
い
る
町
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
出
羽
丘
陵
開
発
事
業
を
は

じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
莫
大
な
投
資
を

し
て
築
い
て
き
た
歴
史
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に

も
、
私
た
ち
牛
飼
い
の
研
さ
ん
、
努

力
は
今
後
も
絶
対
に
大
切
で
す
。

▲牛舎の中の牛

高橋重四郎さん
（舘合新田）

人
の
口
に
入
る
も
の
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
誇
り
が
あ
る

佐々木キナさん
（大琴）

「
人
も
牛
も
同
じ
」

「一番の問題は
後継者不足」

ＪＡ秋田しんせい
和牛改良部会東由利支部長
鈴　木　和　夫さん
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な
が
ら
会
員
の
皆
さ
ん
と
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。総

会
で
は
、
決
算
報
告
や
事
業
計
画
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
た
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
在
京
有
志
の
方
々
が
演
芸
大
会
で

歌
や
踊
り
を
披
露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
親
睦
会
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
こ

の
日
に
合
わ
せ
て
町
か
ら
送
ら
れ
た
旬
の
ワ

ラ
ビ
や
ボ
ツ
メ
キ
ビ
ー
ル
、
限
定
生
酒
「
東

由
利
」
が
並
び
、
出
席
者
は
ふ
る
さ
と
に
思

い
を
は
せ
な
が
ら
お
互
い
の
近
況
報
告
や
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

東
京
東
由
利
会

▲歌を披露する在京有志の方々

東
京
東
由
利
会
の
総
会
が
五
月
十
六
日
、

東
京
都
北
区
の
赤
羽
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。同

会
は
、
首
都
圏
に
住
む
東
由
利
町
出
身

者
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
よ
う
と
昭
和
三
十

七
年
に
発
足
し
た
も
の
で
、
四
十
二
回
を
数

え
る
今
年
は
約
百
人
の
会
員
が
出
席
し
ま
し

た
。こ

の
総
会
に
は
町
か
ら
、阿
部
幸
悦
町
長
、

遠
藤
忠
平
議
会
議
長
、
畠
山
与
一
Ｊ
Ａ
秋
田

し
ん
せ
い
東
由
利
担
当
理
事
ら
が
出
席
。
合

併
協
議
の
進
行
状
況
や
町
の
近
況
を
紹
介
し

▲再会を喜び合う参加者たち

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
東
由
利
」

▲優勝した東由利チーム
（上段左から）畠山繁記さん、阿部弘
章さん、（下段左から）小松修一さん、
佐々木輝男さん、工藤好男さん

第
二
十
五
回
全
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
第
二
十
回
秋
田
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
）
が
五
月
十
三
日
、
あ
き
た
ス
カ
イ
ド

ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
出
場
し
た
東

由
利
チ
ー
ム
が
年
齢
無
制
限
の
Ａ
ク
ラ
ス
で

見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
を
含
む
上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
、

八
月
二
十
一
、
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
る
東

北
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

阿
部
弘
章
主
将
（
蔵
）
は
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
は
、
作
戦
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
鍵
と
な
る

奥
深
い
ス
ポ
ー
ツ
。
東
北
大
会
に
向
け
て
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
固
め
、
ま
ず
は
一
勝
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
た
い
」
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

魅
力
と
東
北
大
会
で
の
抱
負
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。秋

田
「
東
由
利
を
語
る
会
」

▲再会を祝って乾杯

秋
田
市
に
住
む
東
由
利
町
出
身
者
で
結
成

さ
れ
た
「
東
由
利
町
を
語
る
会
」
が
、
五
月

二
十
一
日
に
秋
田
市
で
行
わ
れ
、
会
員
約
六

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
阿
部
幸
悦
町
長
や
町
議
会
議

員
ら
が
出
席
し
、
合
併
協
議
の
状
況
と
と
も

に
町
の
近
況
を
報
告
す
る
な
ど
、
会
員
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
互
い
の
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
る
一
方
で
、
ふ
る
さ
と
東
由
利
町
の
将

来
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
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新
緑
の
八
塩
登
山

然
に
触
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
風
ぴ
ら
コ
ー
ス
か
ら
登
り
、

鳥
居
長
根
コ
ー
ス
を
下
山
。
参
加
者
は
、
風

ぴ
ら
清
水
で
の
ど
を
潤
し
た

り
、
ブ
ナ
の
巨
コ
ブ
を
眺
め

た
り
し
な
が
ら
登
山
を
楽
し

み
ま
し
た
。

ま
た
、
山
頂
で
は
昼
食
を

と
っ
た
後
、
周
辺
の
散
策
や

タ
ケ
ノ
コ
採
り
に
出
掛
け
る

参
加
者
も
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
八
塩
山
の
自
然
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

荒
井
雅
至
ま
さ
の
り

お
話
コ
ン
サ
ー
ト

▲観客五十人が生の演奏を楽しんだ「お話コンサート」

全
国
で
活
躍
す
る
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
荒
井

雅
至
さ
ん
の
「
お
話
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
五
月

二
十
八
日
、
有
鄰
館
で
開
か
れ
、
約
五
十
人

の
観
客
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
生
演
奏
を
楽
し
み

ま
し
た
。

荒
井
さ
ん
は
、「
ス
プ
リ
ン
グ
ソ
ナ
タ
第

一
楽
章
」（
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
）
な
ど
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
や
小
松
耕
輔
の
「
お
山
の
細
道
」
な

ど
を
演
奏
。
曲
の
合
間
に
は
バ
イ
オ
リ
ン
と

ビ
オ
ラ
の
違
い
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

観
客
は
名
曲
の
生
演
奏
に
熱
心
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

●歯磨きするときは 
　水道を止める 
歯磨きはコップの水で十分！�
水道の水を1分間流しっぱ�
なしにすると約12リット�
ルもの水が流れてしまいま�
す。歯磨きはコップにくん�
だ水を使って節水しましょ�
う。 

●待機電力を減らそう 
電化製品はスイッチを消してもコンセ�
ントを差しっぱなしにしているだけで�
電力を消費しています。また、携帯電�
話の充電が終わっても充電器を差しっ�
ぱなしにしていませんか。使わないと�
きはコンセントを抜くようにしましょう�。� 

●お風呂の残り湯は大活躍 
お風呂の残り湯は、洗濯、�
庭木の水やり、洗車などに�
利用できます。 

●長時間の保温はNO！ 
ごはんを長時間保温すると�
電気を使うだけでなくおい�
しさも半減してしまいます�。�
ごはんは食べる分だけ炊き�
ましょう。 

●ホウキを使おう 
掃除機の使用を減らして、�
ホウキで掃除をしませんか�。�
茶ガラをまいてからホウキ�
で掃除するとホコリもたち�
にくくなります。また、掃�
除機は小まめにフィルター�
の掃除をしましょう。 

環境にやさしい新生活 ６月は「環境月間」です。環境のことを考えて私た
ち一人一人のライフスタイルを見直してみませか。

新
緑
の
八
塩
登
山
が
五
月
二
十
三
日
に
行

わ
れ
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
八
十
人
の

登
山
者
が
、
山
登
り
を
通
し
て
八
塩
山
の
自

▲新緑の中を歩く参加者
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国民年金の保険料は毎月納めることに

なっていますが、離職などにより納付が

困難なときは、「保険料の免除制度」を

ご利用ください。

免除の申請には「全額・半額」の二種

類があり、認められると全額、または半

額が免除されます。（半額免除は、半額

分の保険料を納付しないと未納になりま

すので、忘れずに納付しましょう。）

※１月分の免除申請を希望される方は、

８月末までに申請が必要です。

問い合わせ
町民福祉課保健係　�69－2117

年金だより

保険料の
免除申請を！

老化や癌、動脈硬化症などの生活習慣病を引き起こ

す活性酸素。人間の体にはこの活性酸素を消去する抗

酸化作用というはたらきが備わっていますが、カテキ

ンなどの抗酸化物質を摂取することで、さらにそのは

たらきを強化することができます。ゴマや赤ワインな

ども抗酸化成分を多く含む食品として知られています

が、もっとも手軽に摂取できる緑茶のカテキンは、強

力な抗酸化作用をもっています。また、緑茶はビタミ

ンＣ、Ｅも含んでおり、生活習慣病を予防するととも

に、老化のスピードを抑制する

ことが期待されています。栄

養・保健成分が豊富で美容にも

よい緑茶の効力を見直し、あな

たの生活に気軽に取り入れてみ

ませんか。

老化を防ぐ緑茶パワー

要介護認定で「自立」と判断された場
合には、介護保険サービスを受けるこ

とはできませんが、本町や社会福祉協議会な
どが独自に行っているサービスは受けること
ができます。外出支援サービスや配食サービ
ス、日常生活の細かい手伝いなど在宅で生活
されている高齢者の方を支援するサービスが
ありますのでお気軽にご相談ください。
また、要介護認定は、自分の体調の変化に

よっていつでも再申請をすることができます。
一度自立になったからといって、６カ月後も
自立と判定されるとは限りませんし、変化す
るものであることも覚えておいてください。

A.

介護認定で「自立」と認定
された場合、もう介護サー

ビスは受けられないのでしょうか。
Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118

虫歯になりやすい人、なりにくい人がいます。
その要因は、食事や間食の取り方、生活習慣、
虫歯菌の数、だ液の質や量などの違いです。
虫歯予防の手段は歯磨きだけではありませ

ん。食事指導、フッ素やキシリトールの応用、
シーラント（歯の溝を埋める処置）、歯のクリ
ーニングなど歯磨き以外の予防法を積極的に取
り入れることで、虫歯になりやすい人もできる
だけなりにくい状態にすることができます。
歯磨きはとても大切です

が、自分一人の歯磨きだけ
では予防は困難です。定期
検診を受けるとともに、ブ
ラッシングやその他の予防
策について指導を受けるこ
とが必要です。

「むし歯が減らないのはなぜ？」
（後編）
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

～19,498

3,256～4,485

3,000～3,321

―

―

高樹齢材の出品により銘木業者も参加するなど16名の参
加があった。
目ぼしい物件は、5～7枚の枚数を集め、好値が出たが材

質の劣る物件は、見送られており材の吟味は厳しい。

（
平
成
十
六
年
五
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

五
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
17

19

36

平均体重
306kg

270kg

287kg

平均価格
502,024円
443,653円
471,217円

kg当単価
1,565円
1,565円
1,565円

去　勢
雌

金　額
579,600円
601,650円

父
平茂勝
平茂勝

母の父
北国7の8
紋次郎

母の祖父
益　美
第20平茂

昨
年
の
十
二
月
に
内
閣
府
が
実
施

し
た
「
森
林
と
生
活
に
関
す
る
世
論

調
査
」の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
回
答
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。森

林
に
対
す
る
働
き
に
つ
い
て

は
、「
山
崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
災
害

を
防
止
す
る
」
が
五
〇
％
、「
水
資

源
を
蓄
え
る
」
が
四
〇
％
。
森
林
整

備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
森
林

は
た
と
え
経
済
効
率
に
合
わ
な
く
て

も
国
土
保
全
、
災
害
防
止
な
ど
の
公

益
的
機
能
を
重
視
し
て
整
備
す
べ

き
」
と
い
う
考
え
が
七
五
％
と
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
こ
れ
か

ら
住
む
場
合
は
ど
ん
な
住
宅
か
」
と

の
問
い
に
は
、木
造
住
宅
が
八
〇
％
、

非
木
造
住
宅
が
一
三
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
公
共
施
設
へ
の
木
材
利
用
は

小
、
中
学
校
が
五
〇
％
、
病
院
、
老

人
ホ
ー
ム
施
設
な
ど
が
五
〇
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
温
暖
化
防
止
の
た
め

の
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、「
国
や

地
方
公
共
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
森

林
整
備
を
進
め
る
べ
き
」が
七
〇
％
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
国
民
の
森

林
・
林
業
へ
の
期
待
や
関
心
の
高
ま

り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
　
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

森
林
・
林
業

へ
の
期
待

�と　き…６月19日(土) 9：00
�ところ…仁賀保町勤労青少年ホーム
�内　容…大賞・高齢・年商の３部門
�入場料…前売券500円、当日600円、中学生以下無料（発売

所は仁賀保町公民館）
仁賀保町公民館　�３７－３１２１

おとなり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

仁賀保町から

第9回秋田草刈唄全国大会inにかほ

�と　き…６月６日(日) 9：30～15：00
�ところ…鳥海町健康広場
�内　容…「さなぶり」の時期に合わせた町民参加型イベン

ト（百宅そば早食い大会など）
鳥海町建設商工観光課　�５７－２２０４

鳥海町から

2004鳥海町「新緑まつり」

�と　き…６月20日(日)
�ところ…鳥海山（百宅口登山コース）、神事は大噴水園地
�内　容…神事8：00、記念登山8：45

※役場前6：30発の送迎バスを運行（定員40人、
先着順）

�参加費…1,000円（小学生以下は無料）
鳥海町建設商工観光課　�５７－２２０４

鳥海山山開き

�と　き…６月５日(土）
献茶式9：30、矢島茶会10：30、講演会16：00

�ところ…龍源寺、矢島町日新館
�参加費…茶会参会費用1,500円（２席　点心付）

矢島町総務課　�５５－４９５１

矢島町から

立町115周年祝賀事業
遠州茶道宗家13世家元献茶式・矢島茶会・記念講演

�と　き…６月18日(金) 受付12：30
�ところ…西目町民センター「シーガル」
�内　容…◇基調講演「森に暮らす、森に学ぶ」

講師：柳生博氏
◇パネルディスカッション「ハーブで町おこし」

�入場料…一般前売券1,000円（西目町産業課、西目町民セ
ンター「シーガル」、ハーブワールドＡＫＩＴＡ、
道の駅にしめで販売）
西目町産業課　�３３－４６１４

西目町から

第13回全国ハーブサミット西目大会�と　き…６月10日(木)～13日(日) 8：30～17：00
�ところ…町営さつき栽培センター
�内　容…販売随時（さつき、庭木、資材、山野草・花物）、

見学無料
町営さつき栽培センター　�６７－２３１５

大内町から

さつき展示会

�と　き…６月13日(日) 受付開始8：00
�ところ…町営さつき栽培センター
�参加費…6,000円

大内町産業課　�６７－２３１５

さつき整形講習会

�と　き…６月20日(日) 9：00
�ところ…象潟町民体育館
�入場料…無料

象潟町スポーツ振興課　�３３－８８５５

象潟町から

第55回秋田県民体育大会空手道競技兼第42回秋田県空手選手権大会
�と　き…６月13日(日) 9：00～15：00
�ところ…南由利原高原青少年旅行村　多目的広場

秋田県こだま凧の会　伊東實（会長）
�２２－２７３２

由利町から

第2回由利町凧揚げ大会

�と　き…５月28日(金)～８月18日(水)
�ところ…本荘市郷土資料館
�内　容…芭蕉の死後、その門人たちの影響を受けて約270

年にわたり継承し続けた、由利美濃派の歴史と俳
人たちの遺した貴重な資料や作品を展示

�入場料…一般100円（学生無料）
本荘市郷土資料館　�２４－３５７０

本荘市から

企画展「由利美濃派と俳人達」



五
月
九
日
、
八
塩
い
こ
い
の
森

で
、
第
十
七
回
黄
桜
ま
つ
り
健
康
ウ

ォ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
遠

く
は
宮
城
県
、
岩
手
県
な
ど
県
内
外

か
ら
総
勢
四
百
十
五
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

二
歳
か
ら
七
十
歳
と
幅
広
い
年

代
の
参
加
者
は
タ
イ
ム
を
競
う
人

や
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
走
る
人
な
ど
様
々
で
、
満
開
の
桜

の
下
を
思
い
思
い
に
駆
け
抜
け
ま
し

た
。ま

た
こ
の
大
会
に
は
東
由
利
中

学
校
の
女
子
生
徒
七
名
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
参
加
し
大
会
の
運
営
に
協
力

し
て
く
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
の
上
位
入
賞
者
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。
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今
年
度
も
公
民
館
活
動
が
始
ま
り
健
康
ウ
ォ
ー
ク
マ

ラ
ソ
ン
、
招
待
野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
や
、
こ
と

ぶ
き
大
学
、
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
、
黄
桜
ひ
ろ
ば
な
ど

生
涯
学
習
行
事
が
次
々
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲元気にスタート～小学校女子（4年生以上・2㎞）

四
百
十
五
人
が
元
気
に
快
走▲満開の桜も応援～親子ペア

種　　　　目� １　　　位� ２　　　位� ３　　　位� ４　　　位� ５　　　位� ６　　　位�
小学校男子（4年生以上・2㎞）�
小学校女子（4年生以上・2㎞）�
小学校男女（3年生以下・2㎞）�
中学校男子（4㎞）�
中学校女子（2㎞）�
親子ペア（2㎞）�
一般女子（2㎞）�
壮年男子（40～50代・2㎞）�
壮年男子（60歳以上・2㎞）�
一般男子（4㎞）�
一般女子（4㎞）�
一般男子（9㎞）�

麻生　和希（皆 瀬 村）�
加藤　優実（羽 後 町）�
茂内　　卓（秋 田 市）�
長岩　大樹（増 田 町）�
武田　由紀（本 荘 市）�
佐々木潤・杏奈（大内町）�
木内　亨恵（湯 沢 市）�
細井　浩二（秋 田 市）�
高橋　耕二（本 荘 市）�
佐野　信幸（雄物川町）�
小笠原美智子（秋田市）�
土田　　孝（秋 田 市）�

高橋　亮太（雄 勝 町）�
高橋　明莉（千 畑 町）�
麻生　佳希（皆 瀬 村）�
佐々木雅昭（増 田 町）�
中山　美波（皆 瀬 村）�
石川武彦・拓（由 利 町）�
伊藤　紀子（羽 後 町）�
榎本　泰己（羽 後 町）�
森川　鐵雄（森 吉 町）�
梅津　賢一（大 曲 市）�
秋田　秀子（仁賀保町）�
尾留川義男（本 荘 市）�

阿部　洸喜（仁賀保町）�
菅野　絢子（雄 勝 町）�
阿部　晴海（雄 勝 町）�
佐々木啓太（雄物川町）�
須藤　　希（仁賀保町）�
佐藤智幸・宇宙（本荘市）�
高橋　孝子（秋 田 市）�
富谷　俊信（大 森 町）�
佐藤　友也（本 荘 市）�
茂内　　孝（秋 田 市）�
五十嵐由美子（秋田市）�
小松　　済（秋 田 市）�

佐藤　琢磨（由 利 町）�
榎本　有里（羽 後 町）�
佐藤　遼平（皆 瀬 村）�
小林　陽介（仙 南 村）�
佐藤　理恵（仁賀保町）�
鈴木寿・有花（大 森 町）�
真坂ヤスノ（鳥 海 町）�
鈴木　健悦（雄物川町）�
石橋　富雄（仁賀保町）�
小松　　淳（東由利町）�
奈良多鶴子（秋 田 市）�
大場　　誠（仁賀保町）�

伊藤　一眞（羽 後 町）�
佐々木杏奈（大 内 町）�
高橋　美礼（千 畑 町）�
小原　峻平（増 田 町）�
阿部日香里（仁賀保町）�
伊藤文雄・優介（皆瀬村）�
柴田　道子（羽 後 町）�
高橋　喜弘（岩 城 町）�
杉田　善男（秋 田 市）�
伊藤　正文（秋 田 市）�
高橋　知子（大 森 町）�
伊藤　幸一（本 荘 市）�

東海林嘉樹（雄 勝 町）�
大塚　純奈（東由利町）�
高橋　倫子（皆 瀬 村）�
菅　　克己（仁賀保町）�
阿部さつき（本 荘 市）�
茂内　孝・卓（秋 田 市）�
鏡　　恵子（湯 沢 市）�
柴田　　清（秋 田 市）�
月泉　孝瑞（羽 後 町）�
高橋　宣之（雄物川町）�
佐々木千恵子（本荘市）�
佐藤　久一（由 利 町）�

第17回黄桜まつり健康ウォークマラソン入賞者記録�

▲決勝戦は延長11回の熱戦

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

五
月
二
十
九
日
、
第
二
十
三
回
東
由
利

町
招
待
中
学
校
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。と

き
お
り
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
元

気
一
杯
の
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

当
日
の
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
試
合
　
東
由
利
　
七
対
○
　
東
成
瀬

第
二
試
合
　
由
　
利
　
二
対
○
　
二
ツ
井

決
勝
戦
　
　
由
　
利
　
五
対
四
　
東
由
利

■
健
康
づ
く
り
、
町
民
交
流
の
場
に

東
由
利
町
ス
ポ
ー
ツ
祭
「
ト
ラ
ッ
ク
＆

フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
六
月
二
十
七
日
（
日
）

に
、台
山
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
行
い
ま
す
。

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と
、
町
民
同
士

の
交
流
の
場
と
し
て
、
多
数
の
参
加
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
対
抗
種
目
は
次
の
と
お
り

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
レ
ー
ス

●
ワ
ー
ル
ド
リ
レ
ー

●
ニ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

●
自
治
会
対
抗
リ
レ
ー

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
翌
週
の
七
月
四
日

（
日
）
に
順
延
さ
れ
ま
す
。
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▲植木の手入れをする園芸コース受講生

仲
間
と
集
い
・
学
ぶ

こ
と
ぶ
き
大
学

四
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
開
講

式
に
続
き
、
五
月
二
十
五
日
に
は
第

二
回
目
の
こ
と
ぶ
き
大
学
が
有
鄰
館

で
行
わ
れ
、
八
十
六
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

午
前
中
は
派
遣
ス
ポ
ー
ツ
主
事
の

大
須
賀
俊
秀
先
生
よ
り
「
健
康
の
た

め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め
」
と

題
し
て
講
話
が
あ
り
、
引
き
続
き
午

後
の
部
で
は
コ
ー
ス
別
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
コ
ー
ス
は
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
映
画
鑑
賞
、

園
芸
、カ
ラ
オ
ケ
、手
芸
の
六
コ
ー
ス
。

受
講
生
は
自
分
の
希
望
す
る
コ
ー

ス
で
、
楽
し
く
研
修
を
し
て
い
ま
し

た
。

▲自己紹介を行うサークル会員

「
生
き
る
力
」
を
育
む

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
は
、
完
全
学

校
週
五
日
制
に
と
も
な
い
、
小
学
生

に
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
の
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
自
ら
学

び
、
考
え
る
力
や
豊
か
な
人
間
性
な

ど
の
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、
健
や

か
な
成
長
を
促
そ
う
と
行
わ
れ
て
い

る
教
室
で
す
。

五
月
十
五
日
、
大
琴
生
涯
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
入
会
式
で

は
参
加
者
五
十
五
人
の
自
己
紹
介
、

各
学
年
の
リ
ー
ダ
ー
選
出
、
今
年
度

行
い
た
い
教
室
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

小
学
生
の
自
主
的
な
活
動
の
場
と

し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲表彰された小松さん

小
松
耕
之
助
さ
ん
に
表
彰
状

県
生
涯
学
習
奨
励
員
功
労
者
表
彰

平
成
十
六
年
度
秋
田
県
生
涯
学
習

奨
励
員
協
議
会
総
会
が
五
月
十
九
日

秋
田
市
の
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
席
上
、
小
松
耕
之
助
さ
ん

（
下
小
路
）
が
生
涯
学
習
奨
励
員
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

小
松
さ
ん
は
平
成
七
年
か
ら
、
町

の
生
涯
学
習
奨
励
員
と
し
て
、
高
齢

者
教
育
活
動
を
行
い
、
生
涯
学
習
の

推
進
に
尽
力
し
ま
し
た
。

そ
の
活
動
に
対
し
、
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲当日の絵本読み聞かせから。幼児らは聞き入った

未
来
へ
は
ば
た
け
子
ど
も
た
ち

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
黄
桜
ひ
ろ
ば

昨
今
、
児
童
虐
待
が
頻
繁
に
報
道

さ
れ
ま
す
が
、
町
で
は
子
ど
も
に
対

す
る
保
護
者
の
教
育
力
充
実
を
目
的

に
、
黄
桜
ひ
ろ
ば
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

の
協
力
の
も
と
、
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
に
親
睦
と
交
流
も
兼
ね
て
偶
数

月
に
行
っ
て
い
る
も
の
。
初
回
は
四

月
二
十
八
日
、
有
鄰
館
で
開
催
、
保

護
者
・
幼
児
（
参
加
四
組
）
と
サ
ポ

ー
タ
ー
の
顔
合
わ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
絵
本
読
み
聞
か
せ
を
実
施

し
ま
し
た
。

な
お
第
二
回
は
六
月
二
十
二
日
、

有
鄰
館
で
リ
ズ
ム
遊
び
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
幼
児
と
保
護
者
で
あ
れ
ば

参
加
は
自
由
で
す
の
で
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。
申
込
み
は
教
育
文
化
課
へ
。

▼
興
行
師
た
ち
の
映
画
史
／
柳
下
毅
一
郎

▼
や
ん
ぐ
と
れ
い
ん
／
西
田
俊
也

▼
川
柳
で
乗
り
切
る
人
生
の
デ
コ
ボ
コ
道
／
新
垣
紀
子

▼
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
プ
ラ
ン
／
柳
原
慧

▼
夜
回
り
先
生
／
水
谷
修

▼
死
ぬ
ま
で
し
た
い
10
の
こ
と
／
ナ
ン
シ
ー
・
キ
ン
ケ
イ
ド

▼
真
昼
の
月
を
追
い
か
け
て
／
恩
田
陸

▼
瑠
璃
の
翼
／
山
之
口
洋

▼
偽
偽
満
州
／
岩
井
志
麻
子

▼
１
ポ
ン
ド
の
悲
し
み
／
石
田
衣
良

▼
無
名
／
沢
木
耕
太
郎

▼
陽
気
な
ギ
ャ
ン
グ
が
地
球
を
回
す
／
伊
坂
幸
太
郎

▼
崖
っ
ぷ
ち
で
踊
る
ヤ
ツ
す
く
む
ヤ
ツ
逃
げ
る
ヤ
ツ
／
落
合
信
彦

▼
ふ
た
り
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
／
テ
リ
ー
・
ビ
ッ
ス
ン

▼
日
本
の
障
害
児
教
育
１．

２．

３
／
津
田
裕
次

▼
捲
り
眩
ら
れ
降
り
降
ら
れ
／
白
川
道

▼
世
界
の
す
べ
の
七
月
／
テ
イ
ム
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン

▼
神
と
の
対
話
①
・
②
・
③
／
ニ
ー
ル
・
ド
ナ
ウ
ド
・
ウ
オ
ル
シ
ュ

▼
負
け
て
た
ま
る
か
！
／
中
村
修
二

▼
戦
死
者
の
ゆ
く
え
／
川
村
邦
光

▼
錦
帯
橋
架
け
替
え
・
全
記
録
／
井
上
和
博

▼
戦
後
首
相
論
／
俵
孝
太
郎

▼
集
合
住
宅
／
植
田
実

▼
年
金
を
問
う
／
日
本
経
済
新
聞
社

▼
イ
ラ
ク
戦
争
と
自
衛
隊
派
遣
／
森
本
敏

▼
嘘
つ
き
男
と
泣
き
虫
女
／
ア
ラ
ン
・
ピ
ー
ズ

▼
美
人
画
報
ワ
ン
ダ
ー
／
安
野
モ
ヨ
コ

▼
恋
す
る
短
歌
／
佐
藤
真
由
美

▼
運
の
つ
き
／
養
老
孟
司

▼
犬
に
み
と
ら
れ
て
／
向
井
承
子

▼
妻
へ
の
詫
び
状
／
星
野
哲
郎

▼
底
の
な
い
袋
／
青
木
玉

▼
潤
一
／
井
上
荒
野

▼
棘
の
街
／
堂
場
瞬
一

▼
豆
腐
小
僧
双
六
道
中
ふ
り
だ
し
／
京
極
夏
彦

▼
ぼ
く
の
ボ
ー
ル
が
君
に
届
け
ば
／
伊
集
院
静

▼
代
行
返
上
／
真
田
真
音

▼
そ
れ
で
も
私
は
戦
争
に
反
対
し
ま
す
。
／
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

▼
文
学
賞
メ
ッ
タ
斬
り
！
／
尾
崎
由
美
・
大
森
望

▼
リ
コ
ウ
の
壁
と
バ
カ
の
壁
／
ロ
ー
ヤ
ー
木
村

▼
九
十
三
齢
春
秋
／
北
林
谷
榮

▼
ワ
ッ
キ
ー
の
地
名
し
り
と
り
／
脇
田
寧
人

▼
影
踏
み
／
横
山
秀
夫

▼
ジ
ェ
シ
カ
が
駆
け
抜
け
た
七
年
間
に
つ
い
て
／
歌
野
晶
午

▼
毎
日
か
あ
さ
ん
／
西
原
理
恵
子

▼
大
久
保
彦
左
衛
門
／
津
本
陽

▼
嗤
う
伊
右
衛
門
／
京
極
夏
彦

▼
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
ホ
ー
ム
／
鷺
沢
萌

▼
ナ
ン
シ
ー
関
大
コ
ラ
ム
／
ナ
ン
シ
ー
関

▼
瑞
穂
の
国
う
た
／
大
岡
信

6月�6月�

今
月
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
荷
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
公
民
館
図
書
室
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

百
姓
に
余
生
な
ど
な
し
春
田
打
ち
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

右
左
風
の
気
ま
ぐ
れ
花
吹
雪
　
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

花
守
も
客
に
呼
ば
れ
て
野
の
宴
　
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

弟
の
忌
日
幾
春
子
は
親
に
　
　
　
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

セ
ッ
ト
せ
る
髪
を
な
で
ゆ
く
若
葉
風
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

目
礼
の
人
の
名
忘
れ
花
は
葉
に
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

を
ち
こ
ち
に
小
鳥
鳴
き
あ
ふ
わ
ら
び
狩
り
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

風
は
ら
み
川
面
に
泳
ぐ
幟
か
な
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

鳥
居
建
つ
新
緑
の
村
こ
だ
ま
し
て
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

耕

の
鍬
一
丁
に
揉
ま
れ
け
り
　
　
　
　

舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

山
独
活
の
一
日
負
わ
れ
ぐ
ん
な
り
と
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

春
雷
や
一
つ
の
傘
に
あ
ね
い
も
と
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

意
地
通
し
わ
れ
も
罪
人
た
ら
芽
欠
く
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

ゴ
ザ
敷
い
て
円
座
に
な
る
や
花
の
昼
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

村
の
昼
ど
ち
ら
を
向
い
て
も
山
桜
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

修
復
の
巣
に
食
べ
ざ
か
り
燕
の
子
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

嫁
の
里
た
ん
ぽ
ぽ
道
の
道
祖
神
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

夕
風
に
落
花
渦
巻
く
坂
の
上
　
　
　
　
　
　
上
　
通
　
小
　
松
　
メ
　
サ

絵え

姿
嫁
さ
ん

む
か
し
む
か
し
、
貧
し
い
暮
ら
し
を

し
て
い
る
兵
六
と
い
う
若
者
が
い
ま

し
た
。
あ
る
春
の
日
の
こ
と
、
畑
の
木

の
根
っ
こ
に
腰
を
お
ろ
し
て
い
た
兵
六

が
「
あ
〜
、
俺
も
嫁
っ
こ
欲
し
い
な
ぁ

…
」
と
つ
ぶ
や
く
と
、
驚
い
た
こ
と
に

一
人
の
き
れ
い
な
娘
が
立
っ
て
い
て
、

に
こ
に
こ
笑
い
な
が
ら
兵
六
に
声
を
か

け
て
き
た
の
で
す
。「
兵
六
さ
ん
、
わ

た
し
兵
六
さ
ん
の
お
嫁
に
来
た
の
」

「
え
〜
っ
、
こ
ん
な
き
れ
い
な
娘
が
…
。

夢
で
な
か
ろ
う
か
…
」
兵
六
は
、
も
う

幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
踊
り
出
し
て
し
ま
い

そ
う
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
兵
六
は
す
っ
か
り
嫁
っ

こ
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
し
ま
い
、
か

た
と
き
も
側
か
ら
離
れ
ず
嫁
っ
こ
の
顔

ば
か
り
眺
め
て
暮
ら
し
て
い
る
の
で
し

た
。
困
っ
て
し
ま
っ
た
嫁
っ
こ
は
、
自

分
の
顔
を
絵
に
描
い
て
　
畑
に
行
く
兵

六
に
持
た
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
兵

六
は
、
大
事
に

懐

に
し
ま
っ
た
嫁
っ

こ
の
絵
を
取
り
出
し
て
は
見
、
見
て
は

働
き
の
繰
り
返
し
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
突
然
強
い
風
が
吹
い
て

き
て
、
大
事
な
大
事
な
嫁
っ
こ
の
絵
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
ひ
ら
ひ
ら
と
空
に
舞

い
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
兵
六
は

一
生
懸
命
探
し
回
り
ま
し
た
が
、
ど
う

し
て
も
見
つ
か
ら
ず
、
が
っ
か
り
し
て

家
に
戻
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
お
城
の

侍

た
ち
が
嫁
っ

こ
を
連
れ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
風
に
飛
ば
さ
れ
た
嫁

っ
こ
の
絵
は
、
お
城
の
庭
に
落
ち
、
そ

の
絵
が
殿
さ
ま
の
お
目
に
と
ま
っ
た
の

で
す
。
す
っ
か
り
気
に
入
ら
れ
た
殿
さ

ま
は
、
こ
の
絵
の
娘
を
お
城
に
連
れ
て

来
る
よ
う
に
申
し
つ
け
た
の
で
し
た
。

兵
六
は
「
勘
弁
し
て
く
だ
さ
い
」
と
侍

た
ち
に
泣
い
て
頼
み
ま
し
た
。
そ
の
と

き
、
嫁
っ
こ
は
「
兵
六
さ
ん
、
安
心
し

て
く
だ
さ
い
。
物
売
り
に
な
っ
て
お
城

を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
き
っ

と
会
え
ま
す
か
ら
」
嫁
っ
こ
は
お
城
に

連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

兵
六
は
毎
日
泣
い
て
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
元
気
を
取
り
戻
し
、

物
売
り
の
姿
で
お

城
に
で
か
け
ま
し

た
。物

売
り
の
兵
六

は
、
お
城
の
門
の

前
で
「
な
ん
で
も

安
い
よ
〜
」
と
威

勢
の
良
い
甲
高
い

声
を
張
り
上
げ
ま

し
た
。
す
る
と
、

お
城
の
中
で
笑
い

顔
一
つ
見
せ
な
か

っ
た
嫁
っ
こ
が
、

こ
の
声
を
聞
い
て

初
め
て
ニ
ッ
コ
リ

と
笑
っ
た
の
で
、

殿
さ
ま
は
大
喜
び
で
物
売
り
の
兵
六
を

中
に
呼
び
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
し

ま
い
に
は
自
分
も
物
売
り
に
な
っ
て
嫁

っ
こ
を
笑
わ
せ
た
い
と
思
い
、
物
売
り

の
汚
い
着
物
と
取
り
か
え
、「
な
ん
で

も
安
い
よ
〜
」
と
売
り
声
高
く
張
り
上

げ
た
の
で
し
た
。
嫁
っ
こ
が
声
を
あ
げ

て
笑
う
の
で
、
殿
さ
ま
は
す
っ
か
り
ご

き
げ
ん
に
な
り
、
お
城
の
外
ま
で
出
て

日
の
暮
れ
る
ま
で
売
り
歩
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
門
の
閉
ま
る
時
刻
に
な

り
ま
し
た
。
門
番
に
ど
ん
な
言
い
訳
を

し
て
も
、
物
売
り
姿
の
殿
さ
ま
は
入
れ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
お
城
の

中
の
兵
六
は
、
殿
さ
ま
に
な
り
き
っ
て

嫁
っ
こ
と
仲
良
く
暮
ら
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

八
四
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遠　藤　健　光さん（新処・19歳）

―職業は
本荘市の小林工業に勤めています。

―休日の過ごし方は
日向ぼっこ。のんびり、のほほんとするのが好き
です。お気に入りの場所は自分の部屋の屋根。
―自分の性格は
笑顔の絶えない明るい性格です。

―理想のタイプは
菅野美穂のような顔で、お笑い好きな人。

―目標は
父親。自分にとって尊敬できる存在です。

―家族へ一言
早く孫の顔を見せられるように頑張ります。長生
きしてください。

第13回東由利町ナイター野球大会が６月７日から行われます。昨年はポ
パイスポーツクラブが優勝、宿が準優勝に輝きました。今年も選手たちの
熱いプレーに期待が寄せられます。町民の皆さんの応援をお願いします。
試合の日程、組み合わせは次のとおり。（ ）内は試合進行順です。

法
内
フ
ラ
ワ
ー
ズ�

野
球
狂�

パ
ワ
ー
ズ�

袖
山
オ
リ
オ
ー
ル
ズ�

ジ
パ
ン
グ�

秋
田
ル
ビ
コ
ン�

ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

シ
リ
ュ
ウ
ス�

玉
新
ラ
イ
ン
ズ�

役
場
タ
キ
オ
ン�

高
瀬�

宿�蔵
パ
イ
レ
ー
ツ�

（1）�
6／7

（2）�
6／8

（3）�
6／9

（4）�
6／14

（5）�
6／15

（6）�
6／16

（9）� （7）� （8）�

（11）� （10）�
（12）�

試合日　6月7日～10日、14日～17日、21日～26日、28日～7月3日、7月5日～10日�

第13回東由利町ナイター野球大会組み合わせ�

仙台国税局では、人事院
が実施する国家公務員採用
Ⅲ種（税務）試験による職
員を募集しています。採用
された方は、全員が税務大
学校に入校し、研修を受け
た後、税務署に配属となり
ます。
【受験資格】 昭和59年４月
２日～昭和62年４月１日
までに生まれた人

【受験申込受付期間】 平成
16年６月22日～16年６月
29日

【試験日】 第１次試験…平
成16年９月５日

※申し込み請求などの詳細
については下記のお問い合
せまで。
■本荘税務署
〒015-8622 本荘市出戸町
字給人町17（�22-2335）

平成16年度
税務職員募集
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住民基本台帳�

男（人）�

女（人）�

計（人）�

世帯数（戸）�

４月末人口�前月比�

2,311�

2,478�

4,789�

1,370

0�

0�

0�

6

�

出生（人）�

死亡（人）�

転入（人）�

転出（人）�

４月異動人数�1月からの累計�

3�

5�

9�

8

7�

24�

25�

49

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

1�

8�

0�

0�

0�

0�

1

1�

50�

4�

0�

7�

1�

1

４　月�
発生数�

1月から�
の累計�

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
小
ア
ジ
ア
原
産
の
多
年
草
で
す
。
花
が
美
し
く
、

ま
た
、
青
汁
が
小
児
ぜ
ん
そ
く
や
癌
な
ど
に
卓
効
が
あ
る
と
い
わ

れ
、
本
町
で
も
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
短
期
間
で
、

今
で
は
誰
も
飲
ん
で
は
い

な
い
よ
う
で
す
。
ク
コ
、

ア
マ
チ
ャ
ズ
ル
な
ど
も
利

用
さ
れ
ま
し
た
が
、
薬
草

は
四
、
五
日
利
用
し
た
か

ら
と
い
っ
て
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
草
は
、
茎
も
葉
も

硬
い
白
毛
が
あ
っ
て
１
�

近
く
、
枝
先
に
短
い
花
穂

を
出
し
、
先
が
５
浅
裂
す

る
淡
紅
紫
色
鐘
形
の
美
花

を
多
く
つ
け
ま
す
。
葉
は

楕
円
、
ま
た
は
卵
状
披
針

形
で
、
茎
を
抱
く
よ
う
に

つ
け
ま
す
。

5/31�　自治会長研修（～6/1）
2 日�　2歳児健診
4 日�　予防接種（集団・ポリオ）
8 日�　議会定例会（～11日）

大腸がん検診（～9日）
10日�　3歳児健診
11日�　機能訓練教室
12日�　学童軟式野球大会

（～13日）
15日�　第9回明日のまちづくり

懇談会
16日�　第18回本荘由利一市七町

合併協議会
ことぶき大学

18日�　敬老会
19日�　第49回畜産共進会

わくわくサークル
20日�　町民プールオープン
22日�　黄桜ひろば（育児相談）
23日�　大腸がん検診（追加）
24日�　参議院議員選挙告示
27日�　町民スポーツ祭
28日�　心のさわやか相談
29日�　機能訓練教室
30日�　フレッシュ教室

東
由
利�
ヒ
レ
ハ
リ
ソ
ウ
（
コ
ン
フ
リ
ー
）

（
ム
ラ
サ
キ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.232

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

遠
藤
六
郎
さ
ん
（
柏
市
）、
興
松
た
け
子
さ

ん
（
船
橋
市
）、
伊
藤
榮
子
さ
ん
（
東
根
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

遠
藤
正
悦
さ
ん
（
小
倉
）、
協
同
組
合
東

由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
、
Ｊ
Ａ
東
由

利
町
特
産
物
振
興
会
、
下
郷
中
学
校
十
三

期
生
「
還
暦
お
祝
会
」

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

5月23日、八塩登山に参加しました。
前日の夜に降った雨を蓄えた森の緑はみ
ずみずしく、落ち葉が積み重なった登山
道は、優しく足の衝撃を和らげてくれます。
森の生気と心地よい疲労のおかげで、

山頂でウトウト…。ほんのちょっとの昼
寝でとても幸せな夢を見ました。「また
明日から頑張れる」、そんな気持ちにな
りました。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/
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５
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。
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「黄桜まつりに先がけて、今年も道路脇
の花壇に花を植えました。八塩いこいの森
を訪れるお客さんに、車窓からの眺めを楽
しんでいただけたらと思います」
皆さんからの珍しい写真やおもしろい写

真をお待ちしています。

読者からの投稿
投稿者　舟打場　畠　山　かほるさん
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おわびと訂正 ５月号「アイドルをさがせ」で横山麻衣
ちゃんの名前が文中で「永華ちゃん」となっていますが
「麻衣ちゃん」の誤りです。おわびして訂正します。


